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2/28 日 
 

●八尾議員と赤旗のお勧め、共産党に対してこだわりを持っておられたようですが、お話をすると思ってい
ることは共通点がいっぱいあって、少し分かり合えたかなという感じです。
　残念ながら新聞の拡大には至りませんでした。
●林業を考える会に参加。吉野まで行ってきました。桜井市元共産党議員で、郷土史家でもある芝房次さ
んが８６歳という高齢にもかかわらず熱弁を振るって講義をしてくれました。そもそもの話は十分納得でき
るもので、どうすればこれを再生されtられるのか、時間のたつのも忘れて議論、山で生きている人たち
は、限界村を残す必要があるのかといった意見まで出てきました。代表質問で林業問題を取り上げます。
衰退、閉塞している現状を、少しでも希望が示せるような力になれたらと思います。柿の葉ずしをお土産
に買って帰りました
●新聞の集金

2/27 土 
 

●王寺町金田議員と赤旗のお勧め留守が多くて新聞の拡大には繋がりませんでしたが、核兵器をなくす
署名をしていただきました。
　果物を栽培されている方がカラスの被害を訴えられていました。開発で山がけずられ餌がないことが問
題です
●広陵９条の会「いのちの山河」の上映再に参加。
　百済で開業されている竹村恵史医師のお話は、地元ならではの懐かしい人ガいっぱい登場して、広陵
町ではこういう先生たちが医療を守ってくれているという安心感のようなものを感じました。
　先生は最後に予防や検診を努力して改善できることは２割６割は医療制度のかかる問題と言われたこ
とが印象的でした。
　映画は岩手県沢内村の病気と、豪雪と、貧困と戦ってきた深澤村長と村の人々，自分たちで命を守った
きた取り組みに涙があふれました。とてもいい映画でした。
３５０人が参加していただいたそうです。皆で頑張って取り組んだ成果です。

2/26 金 
 

●議会運営委員会
●２月定例県議会本会議開会
●SL議連の会
バス路線問題で報告を受けました。
　佐味田川駅の駅員さんがいる時間が短くなった問題で県に全県の状況を調査していただくようにお願
いしていたところ、
近鉄線、佐味田川、池部、黒田，但島、浮孔、二上神社口が経費節減のため８時３０から５時３０までにな
っているとのこと。これは報告も不要な案件とのことでした。

●３２回目の結婚記念日、ハル君が思いがけないプレゼントをくれました。覚えたばかりのひらがなでけっ
こんひおおめでとうとかいた絵をくれました。歌やダンス劇まであって楽しませてもらいました。

2/25 木 
 

●各派代表者会議
●議会運営委員会
●生活相談２件・・・医療問題・介護保険問題
●代表質問の打ち合わせ

2/24 水 
 

●王寺小学校前の通学路が以前は歩道橋があったのですが、道の拡幅でなくなり、道幅が広くなったぶ
ん横断の危険が増しています。
　通学が危険との相談があり子供の登校時間に金田議員と調査しました。
　横の道から車が出てきて曲がるため、とても危険ですが緑の叔父さんが子供たちをうまく誘導してくれ
いました。
　登校時間の時だけになるためどのようにするのがいいのか難しいところです。校長先生も立って見守っ
てくれていました。

●地区議員団会議
●常任委員会
　浅田真央選手のオリンピックフィギア、素晴らしかったです。キムヨナ選手と順番が並んでいて２人とも
最高のすべりを見せてくれたのはさすがオリンピックとぴう感じです。

2/23 火 
 

鶯の声で目が開きました
●過疎水資源対策特別委員会---簡易水道と県営水道の問題を質問しました。

●質問の打ち合わせ
●生活相談・・・医大に入院されていた人が２回も火災警報がなったのにあわてた様子が無かった。本当
の火事だったら大変との意見を頂き、病院側に伝えました。
　すぐに調査して返事。通報した記録があったようです。何も無かったのですがその連絡が２０分くらいか
かっており、不安を与えたのではないかといっていました。今後このようなことがないよう注意するとのこと
です。狼少年になったら大変です。

54年前のお雛様で
す

2/22 月 
 
●厚生委員会が開かれました。報告だけで資料が１１種類も。
生活保護の通院費について質問
　この間生活相談で通院の交通費がかかるという相談があり、通院日を紹介したところ、ある町ではその
ような制度はないといわれ、別の人は、かかりつけ医から医大を紹介されたため、医大に通院することに
なり費用がかかるため役場に相談したら、医大の近くに転居するように言われたとのことを紹介。
　
　２年前に北海道で２億円もタクシー代を使ったということがあり、厚生労働省が厳しい通知を出したが、
その後全国的に通院日がないと大変という声が上がり、国は通知を取りやめたと認識しているが実際は
どのような基準になっているのか、なぜ担当者のところで対応がまちまちで混乱しているのかと質問。
　西本援護室長は、通院費の改正通知はあったが例外給付という言葉があり、全国的に大きな問題にな
った。国に要望して６月に改めて通知が出た。原則支給しないということではなく独自の基準をきちんとし
た審査で最寄の医療機関の通院費を支給できる。
　医大の通院も通院が必要かを審査して対応している。担当者には適正な対応になるよう指導していき
たいと答弁しました。

保育所定員問題を質問
　４月から、国が保育所の定員の基準を現在待機児童が多いため、４月の時点で115％　１０月以降は
125％となっているのをそれも無くすことにしている問題を取り上げ奈良県の実態はどうかと質しました。

　県では平成２１年４月奈良市を含めて県下で１９０箇所の保育所がありますが、15％増は６９箇所、１０
月時点では８７箇所の保育所が25％増とのこと、県は今年度保育所を増やし１０００名定員増を図る計画
です。

久々の団飾り
お供えにあられや
　りんごをならべて
いました



　私は子供の発達にとって一定の空間は重要であり、１人あたりの基準を下回るような状態で詰め込む
のは問題。国がたとえ基準をなくしたとしても奈良県の保育所はしっかり守るべきと主張したところ、基準
は守っていく。その範囲で受け入れを認めると答弁がされました。

葛城保健所にある食品安全消費相談センターが今回消費生活相談センターに名称が変わることにな
り、場所が移転するのかと質問。変わらないことがわかりました。
　高柳議員も質問、今年から暮らし創造部になるためどのようなありかたがいいのか検討していきたいと
のこと。あの場所はセンターにふさわしくないもっと利用しやすい場所を要望。

中央子供家庭センターが老朽化してきたため今後立替を念頭にあり方を検討する予算が出ています。こ
こはかつて実習で泊り込みした施設でもあり、特に思い入れがあります。建て替えるのなら木材を使って
欲しいと要望しておきました。

2/21 日 
 

●中南和地区党会議
「いのちの山河」のチケットの普及、廻ってみると、病気の方が本当に多いのに驚きます。２枚買っていた
だきました。
●赤旗日曜版１部拡大

ページトップへ

2/20 土 

●保育園の生活発表会を見に行ってきました。
　子供が多くて保護者はおじいちゃんおばあちゃんや兄弟も来るので遊戯室がいっぱいでした。スミレ組
さんはこれが最後の発表会ということで、ペープサウトブレーメンの音楽隊や劇長靴を履いた猫。合奏な
ど盛りだくさんでしたが頑張っていました。
　コーラス、大地という新しい歌を教えていただきました。「あー、この大地はだれのものでもなく　そこに
生きる全ての命のもの」という歌詞が、私がいま、林業問題で考えている思いいとぴったり一致して心に
響きました。

●午後から県分科会館．小ホールで行われた発達障害のある人たちへの理解と支援というテーマの学習
会に参加。
　「きょうこころのクリニック院長」のきょう先生の講演でした。
会場がいっぱいで驚きました。先生のお話はわかりやすくとてもよかったです。
　質問で特別障害児学校がいっぱいになっていること。障害をもつ子供が増えていることに対して先生の
意見を聞かせていただきました。
　先生は自閉症や発達遅滞がチェックできるようになったことと、今日の社会現象で社会病理的現象コミ
ュニケーション障害、などがあるのではないかといわれました。
　また早期発見・早期治療では３歳児検診の必要性を主張されている鳥取大学の小枝先生がいると紹介
していただきました。
●林業問題で資料を送って意見を求めていた２人の方からお返事を頂きました。

2/19 金 

●北葛城郡共産党議員団会議
●王寺町幡野議員、金田議員と赤旗のお勧め。日曜版をとってくれることになりました。
●王寺町長に核兵器のない世界署名のお願いに行きました。快く署名に協力していただきました。
県庁へ

 
あかべせんべい 

●委員会の打ち合わせ
●県議団会議

2/18 木 

●議会準備
●奈良県都市計画審議会の傍聴に行きました
　香芝の中和幹線のルート変更では、香芝市の計画で穴虫のところの道路計画がありますが、地元住
民から5,000名を超える反対の意見が上がっており、中村昭議員、中野明美議員が住民の意見をよく聞
いて行うべきとの強い意見が出され、委員長も議事録でしっかり意見を記入するとまとめています。

　天理王寺線問題では中野議員が治水対策が万全ではなく地元の不安が大きい治水対策を優先すべき
と意見を述べて反対。服部議員が道路と治水大差kは同時に行われると聞いているので長年の計画であ
り、早く促進すべきと意見が出され賛成多数で可決しました。
　県の計画について次々と説明fがありましたが、どれも基本にかかる膨大なものでこれを読みこなして問
題を課検討するだけでも膨大です。

2/17 水 

●後期高齢者広域連合が昨日開催されて、４月からの保険料が均等割りで39,900円から40,800円、所得
割りが７,５%から７，７％、平均では２１年度62,202円だったのが63,881円となります。
後期高齢者医療の廃止は民主党政権の公約でしたが公約違反です。

●県庁にて、水資源にかかる計画の説明を聞きました。大滝ダムが２５年完成予定を全体にて、長期水
需給計画の見直し、など説明をもらいました。
●第１回奈良県議会基本条例検討委員会、３００回の記念議会に提案できるようこれから議論を重ねて
いきます、原則公開となりました。

●新日本婦人の会で食の安全についての学習会
　あかべせんべいを山田議員が作ってくれました。ちょっと食べてみましたが、おいしかったです。
●議会の準備
●王寺田原本線の駅の駅員の配置時間の問題で県に問い合わせ県は調査を約束しました。

2/16 .火 ●近所の近商ストア（エコ真美）が３月から時間延長する問題で地説明会のちらしが入っていたとの連絡
有、県の届出内容を調査。
　２月４日に届出があり、現在１０時から午後８時までを９時から１０時までにするとのことを１６日から県
の広報に公示。８ヶ月意見を聞く期間で１０月４日までに届いた意見を県から店舗に出すことになっている
ようです。
　住民説明会はおよそ１キロ範囲に住民に説明を求めることになっているようです。２月１９日７時から真
美ホールで説明会が開かれる予定です。

●香芝の道路問題で芦高・池田議員と現地調査と住民の意見を聞きに行ってきました。
地元自治会では２０日に報告会が開かれます。

１６８号線に畠７丁目からでる道路が生が多くて車が見え
にくく、反対側も坂になっていて向こうからの車も見えにく
い構造で危険です。死亡事故もおきています。



●生活保護の通院費の問題で相談あり山田美津代議員に連絡。
　役場の担当課ではすでに制度はなくなっており、通院の交通費が必要な場合は医大の近くに転居する
ように指導しているとのことでした。

●２０億問題

河合のヒラノテクシードの開発問題で現地調査

●県が許可を下ろした区域はすでに埋め立てられコンクリートで舗装され建物も立っていました。入り口
の新入路に当たるところには区の所有地があり、昨年測量士によって、会社や町も確認されての境界線
のしるしがありましたが、すでに道路として使わています。
　排水路は不毛田に流れていますが、この河川の清掃や水が出たときの堰の管理は全て大字が実行し
ています。
　水利組合の同意が根拠になった県の許可ですが、水利権者の同意が必要とされており、この水利権は
どこにあるのかが問題です。
　開発行為の場合、６メートルの道路が必要となっていますが、実際には４メートル巾しかなく電柱の立っ
ている箇所では３．８メートルしかないところもあります。
　開発の規則を遵守してルールあるやり方が双方の信頼につながっていくと思います。
町が地元同意が必要とされた開発要綱を無視して県に上げ、県は水利組合の合意があるからと許可を
おろしたやり方に問題があります

●大滝ダムの問題で和歌山県議会に行ってきました。ほぼ完成に近い状態まできています。試験耐水し
て地滑りが起きるかどうかが問題です。その安全の担保を国は根拠を明らかにして説明する責任があり
ます。これ以上の地すべり対策が今後必要となったときは中止を求めるしかありません。国政事務所を交
えて奈良、和歌山の共産党の県議団の意見交流を行ってきました。

会議室の内装に

木材が使用されていました

2/15 月 

●生活保護の交通費問題、調査、０８年に北海道で交通費としてタクシー代２億円使った例がありそれを
きっかけに通院費が廃止されるような厳しい通達が出ていましたが、その後撤回したと聞いていたので従
来道理かと思った、病院の相談員の話を聞くと、あとの取り消しの通達がランクが下のもので現場では混
乱している。
　福祉事務所の区域内でないと通院は認めないというものや、長距離で医師がやむを得ないとするもの
しか認めないなど担当者によってもばらつきがあるそうです。
嫌悪担当下記基準を示す資料を請求しました。

●上牧町の今中富夫町長に石丸議員と核兵器をなくす署名のお願いの申し入れを行いました。
署名に快く応じてくれました。また町として出来ることを議員とよく相談したいといってくれました。いまタウ
ンミーティングで各地域を廻って住民の方々に財政事情を説明し、いろいろな意見を聞いておられるとの
こと。
　議長もちょうどおられたので署名をしていただきました。平和市長会議については昨年呼びかけが来て
いたとのことで確認してみるといってくれました。

●河合町の岡井康徳町長に南口議員と核兵器をなくす署名のお願いを申し入れました。
急な申し入れでしたが、今なら時間が取れると午後１番で対応していただきました。
署名に快く応じていただき、全国町村会で話を聞くと防衛問題で切実なところがある。一定の防衛は必要
だが核兵器は要らないと思うとのこと。役場で協力していただけるとのこと。
厳しい財政の中でいろいろ苦労されているようでした。

●広陵町シルバー人材センターに仕事のことを聞きに行ってきました。女性の事務局長さんが対応してく
れました。登録会員さんが４４０人。１月、実際に仕事をされた方が３２０人８割以上の方に仕事があるそ
うです。
　事業所としての年間売り上げは約２億円。８％が管理費に廻りますが、後は会員さんに支払われます。
　休耕田をシルバーが借りて会員さんが農業を行うなども始まっています。靴下業界ともタイアップした綿
花の栽培も行っているとか。
　こそだて応援では、公園の管理棟を使って１時間親の負担が５５０円で子供をあづかってくれます。家に
行く方法もありますがそれは時間８６４円とか。

高齢者の世帯には町も支援して利用料の１割負担で家の掃除などしてもらえます。庭木の剪定や、ふす
まはり、パソコン指導、宛名書きやポストインなどいろいろな仕事があります。
制度が高齢者ということでおおむね６０歳から８０歳代後半の会員さんもおられます。何か新しい事業を
始めたいと思っても初期投資が出来ないのが難点ですといっていました。
庭木の剪定など我が家もお世話になっています。地元の仕事おこしなどここに可能性がまだまだあるよう
な気がしました。

●宇陀市の農地の台風被害の問題で２割の自己負担では農業が続けれないと相談があり、調査して議
会でも取り上げましたが、５%の自己負担でいけることになったと喜びの電話を頂きました。

今中上牧町長さん
に核廃絶書名を頂
きました

岡井河合町長さん
にも核廃絶書名を頂
きました

2/14 日 

●県党会議　第２５回党大会を受けて奈良県で具体化する会議です。
　自民党の重石が取れて大きな変化が生まれていることが各地から報告されました。参議院選挙と一斉
地方選挙日本共産党の大躍進のために頑張ろうと思います。

今日はバレンタインデー、みむろの最中をプレゼント

ページトップへ

2/13 土 ●議会の準備
●２０億問題
●香芝の道路問題
●河合町の開発問題

●ならコープ主催のバイオマスのエネルギーの学習会にいってきました。
　ドイツのバイオマスの話を聞きましたが、木質バイオマスの場合雇用が大きく創出されています。またこ
れからの可能性がある分野ということで、化石燃料に頼っていると枯渇してその取り合いから地域紛争に
なるが、バイオマスはそれぞれの地域で供給が可能であることなど大変興味深いものでした。



　私は質問として奈良県の林業の活性化と雇用創出の手がかりになるのではと問題提起したところ参加
者の中から、自宅でまきストーブを使っていて、家の庭木を使うことで３分の１くらいは供給できるなどいろ
いろな取り組みをされている方がおられてもっともっと市民レベルで意見を組みつくすことが必要だと感じ
ました。
　地球温暖化会議の報告をしていただきましたが、環境問題を本当に考えるのは企業などとつながりの
ない一人一人の個人であるといわれましたが、きっとそうだと思います。また温暖化で島がなくなってしま
う地域ではそのキャンペーンに大統領が海の中から演説しているポスターなど危機は目の前に来ている
ことを改めて感じました。

●奈良は明日まで「冬のなら公園を楽しむなら瑠璃会」というろうそくの火でライトアップをする催しで大勢
の人が来ていました。

子供たちが外食をするとのことで夫と２人で近くのレストランに行って前から見たいと思っていた山田洋二
監督のおとうとの映画を見てきました。

2/12 金 

●全駅宣伝、王寺駅に行ってきました。支部の人がビラまきに来てくれて助かりました。
●２０億問題
●広陵町長に核兵器のない世界の署名の申し入れ。八尾議員、山田議員と一緒に行いました。ちょうど
議長・副議長や議員さんもいて皆さん快く署名に応じてくれました。
広陵町は平和市長会議に加盟されていて、平岡町長は、この問題はだれでも思っていること、町内に署
名を回して職員さんに呼びかけてくれることを約束してくれました。

●知事から２２年度予算説明を受けました。奈良県の実態から政策を考えて提案してきておりこの間の議
会の論戦が一定反映しているように思います。
よく検討して代表質問に県民の思いを伝えていけたらと思います

景観問題でレクチャー・健康づくりの政策でレクチャー・リハビリセンターの条例改正のレクチャー
●県議団会議　
●生活相談・・・王寺の１６８号線拡幅による子供の通学路問題・職員のボランテア問題
●佐味田川駅の駅員さんの滞在時間が８時３０から５時３０分までになったという張り紙がされていたとの
こと。階段の上の橋上駅で事故などあった場合心配です。

広陵町の平岡町長さ
んに核廃絶署名をい
ただきました

2/11 木 

●春を呼ぶ女性の集いに参加しました。
　太田あつしさんと山下芳生参議院議員を囲んでのつどい、太田さんの地元　高田女性後援会ではサっ
チャンの替え歌で応援、太田さんの演説が候補者になっていろいろな体験を重ねていることとこれまでの
高田の議員として実際行ってきたことでわかりやすく、なるほどと思わせる演説に磨きがかかってきまし
た。
　山下芳生さんは国会の様子をリアルにユーモアいっぱいに方って会場を沸かせました。演説会でアンコ
ールができるのならもう一度聞きたいと思うほど共産党の値打ちが良くわかる内容でした。
議会の準備もありどうしようかと迷っていましたが、行って得した想いです

2/10 水 

●朝から霧が立ち込めて信号機の色が１００メートくらいに近づかないとわからないほどでした。身体障害
者
手帳の不服申し立ての用紙を届けにいってきました。
●徳島の県議団から高度化資金問題で連絡がありました。国税庁が脱税で昨年徳島化製の関連グルー
プ
に入ったということです。
●２０億問題
●駐車違反の件で生活相談、２から３分とめただけで違反を張られたとのこと。以前は線を引いてしばらく
様
子を見ていたのにこれでは、何も出来ないやり方がひどいと電話口で怒りの声。調査をすることを約束。
●友の会世話人会
●中南地区常任会議
　今日は亡き母の誕生日に当たります。

2/09 火 

●議会の準備
●畿央大学に広陵９条の会で２７日に上映する映画命「いのちの山河」の普及のお願いに行ってきまし
た。
ポスターやちらしを預かって頂きました。
●２０億問題
●生活相談　身体障害者手帳の不服審査請求について

●県庁へ、課の説明を受けました。観光課、大台ケ原の吉野熊野観光開発破綻ごの問題について、あら
た
な引き受け先が見つかったとのこと。環境課、条例改正について、風致保全課　条例改正河合町のヒラノ
テ
クシードの開発問題で開発指導課と面談。地元の方や南口議員など一緒に説明を聞きました。
　県の許可条件が水利組合なのか。水利権者なのか。地元河川は草刈や、大雨のときの水門管理など
自
治会が管理しており、組合は定款も無く、それをもって許可条件にするのは問題はないのか。地元企業で
あ
り共栄共存できる関係をしていくにはルールを守ることが大事ではないかなど、話し合いが行われまし
た。

2/08 月 

●今日は人間ドッグ。土庫病院の検診センターに行ってきました。知り合いの患者さんから、きょうはどうし
た
んやと声をかけられ人間ドックと説明。
　去年言われたポリープも３ミリほどで変わらず大丈夫でしょうとの事。胃カメラでは麻酔を使ってしました
が
スッカリ寝てしまい検査にいったのか昼寝に行ったのかという感じでしたが、１年に１回の検診。
　今日のところは大きな問題も無く、高脂結晶はもう少し痩せるようにとのこと。毎年同じ指示を頂いてい
ま
す。
●県委員会総会

2/07 日 ●ホームページの書き込み
●香芝の道路問題

●生駒郡の革新懇で木曽町長を招いて町づくりの学習会が開かれ参加しました。田中勝己町長は、共産
党
議員を３０歳から８期やって引退するつもりで要請を受けた木曽福島町選挙に出馬して当選。町長を２期
やっ
て４町合併があり再度出馬して当選。合併後２期目の町長さんです。徹底した住民が主人公を貫くルー
ルを
確立。権力が集中する首長の権限。とりわけ議案提案権を合併前の地域の自治協議会に議案になる前
に
掛けてそこが認めた議案しか提案できないという画期的な仕組みをつくり上げました。町内どこでも２００



円
のバス、幹線バス巡回バスデマンドタクシーの組み合わせで自由に移動が出来ます、３年かかったという
こ
とです。とにかく先進事例から学ぶ姿勢が徹底しています

●イタリアのボローニャの自治から学んでいました。今期の課題は手入れされていない森林を０にする取
り組
み。そを個人負担０で行おうというものです。是非１度行ってみたくなりました。
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2/06 土 
 

京都の孫の生活発表会を見に行ってきました。３月で２歳になるハナちゃんが何をするかと思ったら結構
頑
張って大きなかぶの猫になっていました。ももちゃんはずいぶんお姉さんになった感じです。それにしても
子
供にあれだけのことを仕込む保育園の先生はすごいと感心。
●河合町の開発許可に絡む問題で地元の方々の話を聞かせていただきました。何を持って地元同意とい
う
のかいつも問われる問題です。

●広陵町後援会総会、手作りのおでんやおにぎりご馳走が並んでにぎやかでした。長生きぶしをみんな
でう
たいました。太田あつし予定候補があいさつ。皆さんの評判はよく、太田さんが帰ってからも、うちの畑に
共
産党の看板を立ててもらったらよく目立つ。民主党はいっぱいポスターを張っていたように共産党ももっと
目
立つようにしてほしいと積極的な提案が寄せられました
お通夜にいってきました。広陵後援会をきずいてくれたТさんです。心からのご冥福をお祈りいたします。

   

2/05 金 
 

●奈良県文化会館にて２０億円不正融資裁判報告集会を開きました。寒い夜で来てくれるかと心配でした
が、これまで応援いただいた方など集ってくれて良かったと思います。児玉弁護士からの裁判結果の報
告。
最高裁判所への上告手続きは終わっていますが最高裁がそれを受理するjかどうかは憲法判断が必要
な場
合に限るということで、事実がどうのという争いはもう終わっており、場合によれば高裁に戻されるというこ
と
もあるそうです。県がもっと早く請求を行っていれば損失はもっと少なくて済んでおり高裁は損害額が確
定で
きないとして棄却したが、裁判書が確定する責任を定めた法律もあり今後は理論上の争いになるが、９割
は
却下される公算が大きいということでした。こちらの主張は今作成中であり提出する予定とのことです。

　私はこの間の議会での取り組みや調査で明らかになったことをパワーポイントで報告。奈良市の井上
議員
は奈良市は谷口油脂の時代には下水道料金を請求していたがヤマトハイミールになってからは請求して
い
ない、一般家庭の１年間の使用量がハイミールの１日分の使用量になる。また硫化水素ガスで下水管が
腐
食し近くの工場の従業員が倒れるなどがおき、奈良市は市のお金で下水管を取替えを行ったとの報告が
あ
りました。会場からは、「だれが考えて、どこに２０億のお金が流れたのか、その真相を解明する必要があ
る、そうしたことがうやむやになっていると同和問題の解決につながらない、知事は１億７千万もの退職金
を
もらっているが、違法といわれているのだから返済してもらうべき」などさまざまな意見が出されました。

　部落問題研究所の所長で国民融合の全国会議の代表幹事でもある成沢先生も会場に来てくれて、同
和
利権の問題で奈良県が戦っていることに全国的な支援を行っていきたい、個人、団体署名など、このよう
な
問題はよれるだけのことをやっていくことが必要と力強い発言がありました。八尾広陵町議から行動提起
とし
て、このことを知らせていくことやカンパの訴え、また山村幸穂議員から集会アピールが提案され一部修
正さ
れて確認されました。。

2/04 木 
 

●２０億問題の報告のまとめ
●健生会友の会三役会議
●日本共産党２５回党大会学習会

2/03 水 
 

●奥田副知事に対し２０億の会と共産党県議団より申し入れを行いました。太田あつしさんも同席、前知
事
に対して県から損害賠償を求めるようにと申し入れると、裁判の結果を見ているとのことでした。
●男女共同参画課より女性の働き方に対する調査結果の報告を受けました。
●葛城北民主商工会の理事と、議員団との懇談会
●２０億裁判報告会の準備
　
　節分で巻きずしのかぶりつきをしました。今年の恵方の方向をハル君の言うとおり信用して皆同じ方向
を
向いて食べたあとからテレビで西南西と聞いてびっくり。北北東を向いたいたので全く違っていましたが。
良
いと思うところがいい方向だと思っておこうと思います。

2/02 火 
 
新聞の集金
●生活相談・・・医療問題、入院中に骨折、長期になると家族が見れなくなる。どこか入院先を探して欲し
い
とのこと。まだすぐ退院の話は無くもう少し様子を見て紹介状を書いてもらい最寄のところに受診して予
約。
または介護保険の認定を受けて施設に申し込みを行うなどアドバイス。ご夫婦で年をとっていくのでかな
りし
っかりされている方でも大変になってきます。



●リハビリセンターを視察、子供のリハビリについてお話を伺いましたNＩCUに入っていた経歴の子供たち
が
多いとのこと、問題は自分のことが出来て歩くなどが出来ても人間関係がきづけないなどの障害を持って
い
る子供が増えているとのこと。奈良県の障害児の半分以上がこのセンターで受けているが１２回のリハビ
リ
を受けたあと地域の保育園や学校に言ったときに周りで障害を理解してもらえる環境をつくっていくことが
大
事なのに連携の部分で出来ない、指定管理になったことで不採算への対応が出来なくなっっている。通
園
施設では療育に通う子供たちが順番を待っており知的障害では４０人くらいの待機児がいるとのこと、リ
ハビ
リセンターがになっている役割の大きさに対してその受け容れる体制がもっともっと必要なこと、県下でこ
こだ
け集中するのではなくもっと療育など地域で広げていく必要があること、周りの理解を広げる試みを個人
的な
度量ではなく体制として確立していくことの必要を痛感しました。

家に帰るとかわいい
鬼が待っていました 

2/01 月 
●参議院の議員会館で高度化資金問題のレクチャーを受けてきました。丁寧に対応していただきまし
た。直接いろいろ聞かせていただけてよかったと思います。
●奈良に帰ってきたら雪が降っていました。
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